
表紙写真［中　央］薪ストーブが燃える室内には、柔らかな暖かさが漂う（兵庫県三田市）　　　   ［右　上］古都奈良の新年を飾る若草山の山焼き　　
　　　　［下段左］大晦日の夜に新年を迎えるための浄火をもらう、京都･八坂神社のおけら詣り　［下段右］ガス燈が街路に映える神戸ハーバーウォーク　
裏表紙写真 ［上段左２点］豊中市服部緑地公園にある日本民家集落博物館、「煙が目にしみる博物館」として環境教育の面でもユニークな展開を試みる　
　　　　［上段右］京都の大文字山、五山送り火の火床から市街を望む　［中段右］強い火力が決め手の中華料理
　　　　［下段左］古いお札や注連縄を焼く、京都･吉田神社の火炉祭　［下段右］大阪･一心寺にて、参拝者が献じたお灯明
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編集後記

タイ・バンコクのエラワン祠にて

＜おわびと訂正＞
　本誌67号に掲載しました内容に誤りがありました。以下のように訂正するとともに、筆者ならびに読者の皆様に深くおわび申し上げます。
　　P.14  小山修三氏プロフィール２行目： 同大学大学院文学研究科（誤）→  國學院大學大学院文学研究科（正）
　　P.78  上段前から８行目：「野田阪神」駅（誤）→「野田」駅（正）、 コラム「野田藤」上から３行目： JR野田阪神（誤）→  JR野田（正）
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